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反対称化分子動力学 AMDを用いて入射エネルギー150MeV程度の 237Np＋18Oと 254Es＋18O系の多核子移行

反応における放出粒子及び残留核の励起エネルギー分布，角運動量分布，マルチチャンス核分裂の確率な

どを調べた。 
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1. 緒言 

ウラン近傍の重元素領域の核分裂収率を実験的に調べるために多核子移行反応が利用されている[1]。測

定される放出粒子の情報から残留核の核種とエネルギーを決定するために 1. すべて二体反応である，2. 放

出粒子は基底状態にある，3. 残留核に角運動量は持ち込まれない，4. マルチチャンス核分裂の確率は GEF

の計算結果に従う，という仮定を置くことで簡便な解析が可能となる。これらの仮定の妥当性を検証する

ために，反対称化分子動力学 AMD を用いて入射エネルギー162MeV の 237Np＋18O と入射エネルギー150 

MeV の 254Es＋18O 多核子移行反応を計算し，放出粒子と残留核の励起エネルギー分布，生成される複合核

のスピン分布，及びマルチチャンス核分裂の確率などの解析を行った。 

2. 手法 

AMD[2]は確率過程である二核子衝突を取り入れることで各物理量の分布など確率的な結果を計算する

ことができ，これまでは計算時間の点から適用されてこなかったウランのような重い核の衝突計算への利

用が期待されている。本実験では，JAEA の多核子移行反応[1]の結果を AMD で解析するために実験のセッ

トアップにあわせて放出粒子の放出角度を 17~31.0°に限定した。18O，17O，17N，16N，15N，14C が放出さ

れた反応について解析を行った。 

3. 結論 

AMD計算によって 1.～4.の仮定について次のような結果

が得られた。1. 測定角度範囲では直接反応としてはほぼ二

体反応である，2. 放出粒子は 7.3 ~ 13.0 MeV 程度の平均励

起エネルギーを持つ，3. 残留核は 9.5 ~ 39.3ℏ程度の平均角

運動量を持つ，4. GEF で計算したマルチチャンス核分裂の

確率は信頼性のあるHauser-Feshbach理論での結果と異なる。

図は残留核の励起エネルギーの関数としての残留核の平均

角運動量であるが，高励起状態では大きな角運動量が与えら

れることが分かった。 
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図 残留核の励起エネルギーの関数としての残

留核に与えられた平均角運動量 
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